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９
月
議
会
で
は
５
日
間
に
わ
た
っ
て
平
成
20
年
度
決
算
に

つ
い
て
集
中
審
議
し
ま
し
た
。
第
３
次
行
革
に
よ
る
人
件
費

の
抑
制
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
等
の
整
備
に
関
す
る
公
債
費
の

減
で
、
実
質
収
支
は
３
年
連
続
で
黒
字
で
し
た
。
議
会
は
賛

成
多
数
で
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。
主
な
審
議
内
容
を
紹
介

し
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
し
し
ぶ
駅(

平
成
21
年
３

月
開
業)

の
自
由
通
路
、
駅
前
広

場
、
市
道
拡
幅
整
備
、
用
地
買
収

等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
財
源
は
、

国
庫
支
出
金
が
２
億
１
２
０
０
万

円
、
地
方
債
２
億
６
９
９
０
万
円
、

一
般
財
源
３
６
７
６
万
２
千
円
で

し
た
。

　

昭
和
54
年
に
建
築
さ
れ
た
構
造

上
危
険
な
状
態
に
あ
る
古
賀
中
管

理
棟
を
耐
震
性
の
あ
る
建
物
へ
改

築
し
ま
し
た
。
技
術
室
等
の
解
体
、

教
室
棟
改
修
、
管
理
棟
の
改
築
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
特

定
健
診
は
、
目
標
受
診
率
35
％
に

対
し
結
果
は
21
・
８
％
で
し
た
。

受
診
率
向
上
対
策
や
国
保
会
計
で

扱
う
問
題
点
な
ど
を
指
摘
す
る
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

決算
特集

実
質
収
支
、
３
年
連
続
黒
字

公
債
費
の
大
幅
減
と
人
件
費
抑
制
が
要
因

Ｊ
Ｒ
新
駅
周
辺
整
備

５
億
１
８
６
６
万
２
千
円

古
賀
中
学
校
管
理
棟
改
築

　

１
億
９
９
８
１
万
１
千
円

メ
タ
ボ
健
診
・
保
健
指
導

受
診
率
21
・
８
％

　
　
　

９
０
３
万
１
千
円

投資的経費は抑制、扶助費が急増
　中村市政（1998 年 12 月以降）のもとでは、2001 年度のグリ
ーンパーク２期事業を除けば投資的経費を大きく抑制。人件費
の抑制と扶助費の急増が大きな特徴となっています。1996 年の
投資的経費は市制施行への公共事業によるものです。

古賀市・性質別歳出の推移
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投資的経費
　　①人件費
　　②扶助費
　　③公債費

実質収支で約７億円の黒字（一般会計と特別会計の合計）
健全化比率及び資金不足比率を公表。古賀市はともに「健全」

　９月議会では、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の施行により、国の定め
る算式で実質赤字比率などの数値が初めて公表されました。古賀市はどの数値でも健全で
あることが確認されました。基準を越すと財政再建計画等の策定が義務付けられる場合が
あります。（詳しくは「広報こが」10月号をご参照ください。）

平成 20年度古賀市会計別決算（単位：円、千円以下切捨て）
会　計 歳入（A） 歳出（B） 翌年度繰越財源（C） 実質収支（A－B－C）

一般会計 159 億 1,058 万 153 億 2,310 万 1 億 3,324 万 4 億 5,423 万
住宅新築資金等貸付事業特別会計 2,767 万 1,930 万 873 万
国民健康保険特別会計 50億 3,203 万 49 億 3,030 万 13 万 △ 551 万
老人保健特別会計 4億 5,454 万 4 億 6,006 万 △ 551 万
後期高齢者医療特別会計 4億 4,938 万 4 億 4,297 万 641 万
介護保険特別会計（保険事業勘定） 25 億 731 万 24 億 544 万 1億 187 万
介護保険特別会計（介護サービス事業勘定） 2,827 万 2,781 万 45 万
公共下水道事業特別会計 18億 6,947 万 18 億 5,320 万 1 万 162 万
農業集落排水事業特別会計 3億 211 万 2億 9,206 万 13 万 992 万

総合計 265 億 8,141 万 257 億 5,426 万 1 億 3,353 万 6 億 9,361 万

公営企業会計

会　計 収益的収支（税込） 資本的収支（税込）
収入 支出 収入 支出

水道事業会計 10億 9,082 万 10 億 2,596 万 4,379 万 3 億 6,330 万
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た
い
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

小
学
校
区
単
位
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
を
磐
石
に
し
、
住
民
自

治
の
確
立
を
目
指
す
こ
と
で
、
よ

り
住
み
よ
い
地
域
社
会
の
実
現
の

た
め
に
、
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支

援
事
業
交
付
金
（
花
鶴
・
古
賀
西

小
校
区
各
20
万
円
）・
校
区
ま
ち

づ
く
り
応
援
事
業
交
付
金
（
小
野
・

借金返済は2006年度でピーク越す
　グリーンパークに関する返済額が 2006 年度に約 8億 2,900 万
円でピークを越したことが大きく影響し、2008 年度は対前年度
比で返済額が 3億 3,500 万円も減少しました。

古賀市・グリーンパーク等の償還推移と推計
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グリーンパーク
給食センター
サンコスモ
舞の里小
小野公園
上記５事業計

年度

古
賀
東
・
花
見
・
千
鳥
小
校
区
各

20
万
円
）
が
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
全
校

（
11
人
）
配
置
、
訪
問
型
特
別
支

援
教
室
（
ひ
ま
わ
り
教
室
）
に
２

人
を
配
置
し
、
障
害
の
あ
る
児
童

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
、
き
め
細
か
い
教
育

の
推
進
を
図
り
ま
し
た
。
ひ
ま
わ

り
教
室
主
任
指
導
員
は
、
小
中
学

校
を
訪
問
し
、
観
察
・
支
援
・
保

護
者
面
談
な
ど
を
実
施
し
、
成
果

を
あ
げ
ま
し
た
。

玄
界
環
境
組
合
負
担
金

　

８
億
３
７
３
９
万
９
千
円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
推
進
事
業

３
２
１
万
円

　

こ
の
負
担
金
は
清
掃
工
場
に

関
す
る
負
担
金
で
対
前
年
度
比

６
６
５
４
万
円
の
増
、
過
去
４

年
間
で
44
％
も
ア
ッ
プ
し
て
い
ま

す
。
市
長
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
負

担
金
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
直

す
、
経
営
合
理
化
で
負
担
軽
減
を

図
る
、
廃
プ
ラ
の
有
効
活
用
や
操

炉
パ
タ
ー
ン
の
検
討
な
ど
を
進
め

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配
置

３
０
８
万
円

●地方交付税の大幅カットを背景に行革

が実行され、市民や職員に負担と我慢を

強いた決算である。グリーンパークの事

業費を大幅に圧縮したことで財政破たん

を未然に防いだことが確認できた。財政

の改善傾向のもとで、定数削減・人件費

カット・民間委託等を見直すべきだ。こ

のままでは、職員の疲弊、住民サービス

の後退をもたらす。増加し続ける清掃工

場負担金は、市財政を圧迫する大きな負

担だ。

反対討論１人
賛成討論 3人

●予算内で執行しており、計画

に基づいたものがほとんどで問

題のない範囲内であると確認し

た。投資的経費の古賀中の大規

模改修・ＪＲししぶ駅関連事業な

どは、市民全体のためにもよかっ

た。福岡女子看護大学への図書購

入補助も、当市と大学の間で「健

康・看護と福祉の充実」など官

学連携の締結につながる良い結

果を得て今後に期待が持てる。

平成20年度一般会計決算の討論
本会議（9月 28 日）における討論要旨

●地方交付税や補助金等の大幅

な歳入減を余儀なくされる中、扶

助費などの義務的経費の増大は

財政を硬直化させる原因となり、

投資的経費を抑制せざるを得な

かった点は理解できる。貸借対照

表を見れば、職員の努力により、

将来世代へ先送りする負担割合

も低く、次年度、次世代へつなぐ

役割を果たすことができた決算

であったと評価し、賛成とする。

●かなり厳しい財政状況の中で

あるが、古賀市の財政状況は健全

財政である。教育面については、

特別支援教育支援員の配置・低学

年少人数学級・小１プロブレム・

中１ギャップ対策講師の配置・

中学校部活の外部講師派遣など、

高く評価できる。最低限での職

員で予算に沿った業務執行を確

実に行っていることから、承認

できる。
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●
決
算
特
別
委
員
会

委
員
長　

飯
尾　

助
広

財
政
の
効
率
的
運
営
と

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
対
応
を
検
証

●後期高齢者保険制度の開設で、大幅に内容が変
わった会計ではあるが、予算に基づいた決算状況
は、数字の上では、不備はなく適正であったと判
断する。後期高齢者医療制度廃止に対応出来る体
制を準備する事が必要。世界に誇れるこの国民皆
保険制度が堅持されることを強く望み賛成。
●特定健康診査等事業は目的意識を明確にし、よ
り良い制度を目指したい。税負担の公平性を堅持
しつつ、滞納者対策強化を期待し、賛成とする。

賛成討論 2人 反対討論 1人

●後期高齢者支援分が加わり保険税がアップし
た。滞納や受診抑制などの問題も発生。メタボ健
診のスタートは、国保の基本原則から逸脱してい
る面もあるし、国保と健康づくりが分断され、保
健師が業務に追われている。新政権は後期高齢者
医療を廃止すると公約しているが、国民皆保険制
度を守り、医療制度の抜本的改革を強く求める。

国民健康保険特別会計決算の討論

●数字の上で問題はなく、むしろ厳しい状況の中
で、関連する職員が、試行錯誤しながら奮闘した
ことを感じる。今後は、政権が変わり、制度自体
も形が変わっていくかもしれないが、国の状況を
しっかり見極め、市民福祉の向上に努めていただ
きたいと望み賛成する。
●介護療養型医療施設の床数減少による影響もあ
るが、要支援高齢者のケアプラン作成を地域包括
支援センターで対応し委託料の削減、また情報交
換や情報共有のためのネットワーク会議を充実、
介護予防普及啓発事業で参加者やご家族に行動や
意識の変化が見られたことなど高く評価できる。

賛成討論 2人 反対討論 2人

●第３期事業計画と比較すると、介護給付費で
85％、地域支援事業費で 70.8％。後期高齢者医
療制度や療養型病床の廃止などが影響したが、結
果的に被保険者に必要以上の保険料を負担させ
た。地域健康づくり・生きがい活動支援事業は活
発に行われたが、行政評価で廃止を決定し、運営
協議会には結果報告。地域包括支援センターに正
規保健師が１人という状態は早急に改善すべき。
●介護報酬が低く、利用者の負担と介護従事者の
疲弊をもたらした。認知症高齢者に対する周知、
啓発、支援体制が不十分。同居の家族に負担をか
けず自立した老後を送るという希望はかなえられ
ていない。

介護保険特別会計決算の討論

　

議
長
、
監
査
委
員
を
除
く
18
人

の
議
員
に
よ
る
決
算
特
別
委
員
会

は
一
般
会
計
、
７
特
別
会
計
ほ
か

水
道
事
業
会
計
の
平
成
20
年
度
決

算
に
つ
い
て
、
行
財
政
改
革
の
中

で
予
算
の
有
効
的
な
執
行
と
そ
の

効
果
が
十
分
だ
っ
た
か
、
市
民
へ

の
サ
ー
ビ
ス
は
き
ち
ん
と
さ
れ
て

い
る
か
な
ど
の
面
か
ら
審
査
し
ま

し
た
。

一
般
会
計

　

歳
出
面
で
職
員
の
配
置
や
研
修

の
状
況
、
市
財
産
の
管
理
・
運
営
、

防
犯
灯
な
ど
の
安
全
・
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
、
総
合
振
興
計
画
策
定

に
つ
い
て
。
千
鳥
苑
の
利
用
状
況
、

配
食
サ
ー
ビ
ス
減
少
の
理
由
、
扶

助
費
の
推
移
に
つ
い
て
な
ど
。
ク

ロ
ス
パ
ル
こ
が
の
利
用
状
況
、
各

種
予
防
接
種
・
が
ん
検
診
の
受
診

状
況
、
清
掃
工
場
の
負
担
金
、
中

小
企
業
に
対
す
る
融
資
、
公
園
等

公
共
施
設
維
持
管
理
、
中
央
公
民

館
の
補
修
状
況
、
図
書
購
入
・
登

録
者
数
の
整
理
状
況
、
公
債
費
の

推
移
に
つ
い
て
。
歳
入
面
で
は
市

税
・
地
方
交
付
税
の
減
少
を
ど
う

考
え
る
か
、
未
回
収
税
金
等
の
早

期
回
収
、
公
共
施
設
使
用
料
の
状

況
に
つ
い
て
。

特
別
会
計

　

住
宅
新
築
貸
付
金
の
回
収
状

況
、
国
民
健
康
保
険
予
算
減
額
の

理
由
、
特
定
健
診
目
標
未
達
、
介

護
保
険
料
見
込
み
の
相
違
、
未
納

者
に
対
す
る
対
応
、
認
知
症
の
把

握
と
サ
ー
ビ
ス
の
状
況
に
つ
い
て
。

水
道
事
業
会
計

　

大
口
需
要
先
の
開
拓
、
小
竹
地

区
の
加
入
状
況
、
供
給
単
価
・
給

水
原
価
、
福
岡
水
道
企
業
団
と
の

関
係
に
つ
い
て
。

　

討
論
・
採
決
の
結
果
、
一
般
会
計
、

各
特
別
会
計
決
算
等
を
認
定
し
ま

し
た
。
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総
務
課

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対

応
、
古
賀
清
掃
工
場
の
ト
ラ
ブ
ル
、

文
書
配
布
に
関
す
る
区
長
会
と
の

協
議
結
果
、
防
犯
ま
ち
づ
く
り
連

絡
協
議
会
の
開
催
、
豪
雨
対
応
、

市
民
な
ん
で
も
相
談
、
法
律
相
談

等
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、
質
疑

を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　

市
が
準
備
し
て
い
る
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
策
の
感
染
対
策
用
セ

ッ
ト
等
の
対
象
者
は
。

答　

サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
４
０
０

人
分
は
、
職
員
を
対
象
。
感
染
対

策
用
セ
ッ
ト
１
５
０
０
セ
ッ
ト
は

高
齢
者
福
祉
課
に
て
対
応
。
市
民

分
対
応
に
つ
い
て
は
検
討
中
。

　

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
市
民
へ
の
正

確
で
確
実
な
情
報
の
伝
達
方
法
。

緊
急
事
案
発
生
時
の
対
策
本
部
か

ら
各
施
設
へ
の
連
絡
網
。
市
が
備

蓄
し
て
い
る
マ
ス
ク
等
の
備
品
の

活
用
（
学
童
保
育
所
や
学
校
等
で

の
優
先
配
備
）
等
に
つ
い
て
審
議

し
、
市
の
危
機
管
理
機
能
を
よ
り

一
層
高
め
て
ほ
し
い
等
の
意
見
が

で
て
い
ま
す
。

人
事
秘
書
課

　

平
成
21
年
度
職
員
採
用
試
験
、

副
市
長
の
業
務
等
に
つ
い
て
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。

問　

8
月
か
ら
副
市
長
が
1
人
体

制
と
な
っ
て
い
る
が
、
条
例
、
規

則
等
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

答　

事
務
分
掌
を
定
め
る
規
則
で

は
、
副
市
長
が
欠
員
に
な
っ
た
場

合
に
は
、
残
る
方
が
事
務
を
司

つ
か
さ
どる

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
一

人
副
市
長
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
れ
ば
、
各
部
の
部
長
が
主
に

な
っ
て
く
る
と
思
う
。
各
部
長
が

協
力
し
て
事
務
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

市
税
課

　

税
制
審
議
会
答
申
等
に
つ
い
て

質
疑
を
し
ま
し
た
。

問　

答
申
で
求
め
ら
れ
た
固
定
資

産
税
の
税
率
変
更
等
は
ど
う
す
る

の
か
。

答　

今
の
経
済
状
況
等
を
勘
案
し

た
上
で
検
討
し
、
議
会
等
に
ゆ
だ

ね
る
と
い
う
形
だ
っ
た
。
次
年
度

予
算
に
影
響
す
る
の
で
、
そ
れ
ま

で
の
判
断
は
必
要
。

財
政
課

　

平
成
20
年
度
決
算
統
計
の
結
果

や
補
助
金
等
検
討
委
員
会
、
入
札

監
視
委
員
会
答
申
に
つ
い
て
質
疑

し
て
い
ま
す
。

問　

古
賀
市
の
財
政
は
健
全
な
状

態
に
あ
る
と
認
識
し
て
よ
い
か
。

答　

早
期
健
全
化
基
準
以
内
で
あ

る
し
、
財
政
の
再
生
基
準
等
に
も

該
当
し
な
い
の
で
、
健
全
化
の
範

囲
内
に
あ
る
と
思
う
。

経
営
企
画
課

　

平
成
21
年
度
古
賀
市
の
ミ
ニ
バ

ス
の
輸
送
実
績
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ 

ン
（
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
委

託
は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
で
３
４
９
万
６
５
０
０

円
契
約
）、
看
護
大
学
と

の
官
学
連
携
協
定
等
に
つ

い
て
質
疑
し
ま
し
た
。

問　

公
共
交
通
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
進
捗
状
況

は
。

答　

交
通
基
本
方
針
（
案
）

の
作
成
。
運
行
計
画
（
案
）

の
検
討
を
し
て
い
る
。
基

本
方
針
（
案
）
に
つ
い
て

は
、
公
共
交
通
会
議
・
協

議
会
に
諮
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。（
10
月
19
日
、

中
村
市
長
よ
り
基
本
方
針
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
詳
細
は
別
刷
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。）

土
地
利
用
政
策
室

　

第
3
次
国
土
利
用
計
画
の
委
託

を
（
財
）
九
州
環
境
管
理
協
会
に

５
２
２
万
９
千
円
で
契
約
。
景
観

基
本
計
画
の
委
託
を
（
株
）
よ
か

ネ
ッ
ト
に
４
４
１
万
円
で
契
約
し

た
こ
と
等
に
つ
い
て
質
疑
し
ま
し

た
。

情
報
管
理
室
（
住
民
情
報
シ
ス
テ

ム
の
再
構
築
に
つ
い
て
、
行
政
シ

ス
テ
ム
九
州
を
構
築
事
業
者
と
し

て
決
定
し
た
こ
と
等
）

収
税
課
（
平
成
20
年
度
市
税
収
納

状
況
等
）

経
営
企
画
課
（
広
報
こ
が
・
行
事

予
定
表
の
発
行
部
数
の
変
更
等
）

経
営
管
理
課
（
定
額
給
付
金
子
育

て
応
援
特
別
手
当
等
）

以
上
の
課
か
ら
も
詳
細
報
告
を
受

け
、
質
疑
し
て
い
ま
す
。

  

●
総
務
委
員
会

委
員
長　

森
本　

義
征

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
等
に
つ

い
て
危
機
管
理
機
能
ア
ッ
プ
を

常　任
委員会

調
査
・
研
究
レ
ポ
ー
ト

委

員

長　
　

森
本　

義
征

副
委
員
長　
　

薄　
　

一
昭

委　
　

員　
　

岩
井　

秀
一

〃　

 　
　

奴
間　

健
司

〃　

 　
　

舩
越　

嘉
彦

〃　

 　
　

倉
掛　

小
竹

〃　

 　
　

許
山　

秀
仁 こまめな予防で新型インフルエンザ対策を
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●
文
教
厚
生
委
員
会

委
員
長　

黒
木　

淳

小
学
校
の
教
材
ソ
フ
ト
利
用
で

保
護
者
負
担
の
軽
減
と
学
力
向
上
を

委

員

長　
　

黒
木　
　

淳

副
委
員
長　
　

芝
尾　

郁
恵

委　
　

員　
　

田
中　

英
輔

〃 　
　
　

内
場　

恭
子

〃 　
　
　

飯
尾　

助
広

〃 　
　
　

姉
川
さ
つ
き

福
祉
課

問　

避
難
支
援
プ
ラ
ン
は
進
ん
で

い
る
の
か
。

答　

高
齢
者
・
障
害
者
等
要
援
護

者
と
い
わ
れ
る
方
の
日
頃
の
見
守

り
な
ど
を
含
め
、
適
切
に
避
難
・

誘
導
さ
せ
る
こ
と
を
重
点
に
プ
ラ

ン
作
成
を
し
て
い
る
。

高
齢
者
福
祉
課

問　

介
護
保
険
の
認
定
制
度
が
変

わ
っ
た
。
経
過
措
置
状
況
は
。

答　

対
象
に
な
る
の
は
更
新
申
請

の
方
で
、
９
割
以
上
の
方
が
経
過

措
置
を
希
望
さ
れ
た
。
今
回
の
認

定
に
よ
っ
て
の
苦
情
は
な
か
っ
た

が
、
事
務
が
繁
雑
と
な
っ
た
。

こ
ど
も
政
策
課

問　

児
童
虐
待
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
現
状
は
。

答　

以
前
は
児
童
虐
待

の
み
の
対
応
で
あ
っ
た

が
、
昨
年
度
か
ら
「
児

童
虐
待
防
止
連
絡
協
議

会
」
が
「
要
保
護
児
童

対
策
地
域
協
議
会
」
に

移
行
し
、
児
童
の
支
援

を
は
じ
め
、
家
庭
の
支

援
を
行
う
事
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
学
校

等
か
ら
の
第
一
報
が
あ

れ
ば
、
協
議
会
で
情
報

を
持
ち
寄
り
、
共
有
・
確
認
し
、

迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

教
育
総
務
課

問　

耐
震
診
断
と
対
策
は
。

答　

古
賀
中
学
校
管
理
棟
改
築
工

事
は
完
了
し
、
震
度
６
強
程
度
に

は
耐
え
う
る
。
耐
震
補
強
工
事
は

診
断
を
行
い
、
必
要
性
が
高
い
と

こ
ろ
か
ら
実
施
し
て
い
き
た
い
。

学
校
教
育
課

問　

就
学
援
助
の
状
況
は
。

答　

数
は
例
年
と
変
わ
ら
な
い
が
、

経
済
的
に
厳
し
い
家
庭
も
あ
る
。

問　

保
護
者
負
担
を
軽
減
し
て
ほ

し
い
が
。

答　

学
校
に
教
材
費
な
ど
の
保
護

者
負
担
を
減
ら
す
よ
う
指
導
中
。

花
鶴
小
学
校
で
教
材
ソ
フ
ト
を
使

っ
て
の
徴
収
金
軽
減
と
学
力
の
向

上
を
図
っ
て
い
る
。
次
年
度
以
降

他
の
小
学
校
に
広
げ
て
い
き
た
い
。

社
会
教
育
課

問　

社
会
教
育
団
体
登
録
要
綱
は
。

答　

社
会
教
育
と
生
涯
教
育
の
振

興
を
図
る
の
が
目
的
。
今
あ
る
団

体
を
整
理
す
る
の
で
は
な
く
、
社

会
教
育
団
体
と
し
て
認
め
、
支
援

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
そ
の
他

教
育
委
員
会
が
認
め
る
場
合
、
減

免
申
請
で
活
動
を
支
援
し
て
い
き

た
い
。

サ
ン
フ
レ
ア
こ
が

問　

旧
給
食
セ
ン
タ
ー

の
状
況
は
。

答　

市
で
は
文
化
財

の
発
掘
が
多
い
こ
と

か
ら
、
サ
ン
フ
レ
ア

こ
が
２
階
の
特
別
収

蔵
庫
と
旧
給
食
セ
ン

タ
ー
に
土
器
な
ど
を

保
管
し
て
い
る
。
建

物
が
老
朽
化
し
て
い

る
の
で
、
当
面
は
雨

漏
り
の
改
修
を
行
い
、

今
後
は
全
体
的
な
整

備
計
画
を
考
え
て
い
る
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

問　

給
食
セ
ン
タ
ー
民
営
化
後
、

給
食
の
開
始
時
期
が
違
っ
た
理
由

は
な
に
か
。

答　

学
習
指
導
要
領
が
改
訂
と
な

り
授
業
日
数
が
ふ
え
た
。
授
業
日

数
を
ふ
や
す
た
め
、
夏
・
秋
休
み

期
間
を
短
縮
す
る
な
ど
、
各
学
校

で
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
中
で
、

学
校
給
食
の
回
数
と
あ
わ
せ
る
必

要
が
あ
り
、
給
食
が
出
せ
な
い
日

も
あ
り
、
弁
当
を
保
護
者
に
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
後
は

保
護
者
に
事
前
に
文
書
通
知
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

「安心ね」耐震強化をアップ（古賀中学校）

うがい、手洗いでしっかり予防（花鶴どろんこ保育園）

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

　

９
月
３
日
委
員
会
を
開
き
、

感
染
が
広
が
る
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
対
策
、
特
に
学
校
・

保
育
所
・
福
祉
施
設
で
の
対
応

を
審
議
。
一
層
の
感
染
予
防
対

策
の
強
化
を
求
め
ま
し
た
。
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市
民
課

　

平
成
21
年
度
６
月
末
人
口
は

5
万
8
千
86
人
。
昨
年
比
１
５
０

人
増
、
世
帯
数
２
万
２
千
４
８
４

人
。
住
基
カ
ー
ド
交
付
総
数

１
７
７
６
枚
。

問　

市
民
へ
接
遇
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
は
。

答　

工
夫
を
し
て
い
く
。
接
遇
の

研
修
は
毎
月
学
習
会
や
連
絡
会
で

実
施
中
。

国
保
年
金
課

　

国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
は

７
４
０
８
世
帯
、
短
期
証
５
１
６

世
帯
、
資
格
者
証
56
世
帯
に
交
付
。

問　

３
月
比
で
国
保
加
入
世
帯
は
。

税
の
収
納
率
は
。
窓
口
で
の
相
談

業
務
の
混
乱
は
解
消
し
た
か
。

答　

雇
用
悪
化
で
加
入
者
増
。
税

の
収
納
率
は
92
・
17
％
。
相
談
は

昨
年
の
医
療
制
度
改
革
、
特
定
健

診
等
で
多
忙
だ
っ
た
が
、
今
は
落

ち
着
い
た
。

市
民
共
働
課

　

平
成
21
年
度
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
推
進
・
支
援
は
舞
の
里
校
区
に

準
備
会
が
で
き
、
交
付
金
決
定
が

さ
れ
た
。
古
賀
東
校
区
は
環
境
保

全
促
進
事
業
の
助
成
金
が
決
定
。

旧
少
年
セ
ン
タ
ー
は
改
修
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
窓
口
と
な
る
予
定
。

問　

文
教
厚
生
委
員
会
と
所
管
が

重
複
、
業
務
が
不
透
明
だ
が
。
校

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
位
置
付
け
も

不
明
確
。

答　

所
管
は
市
の
方
針
で
移
動
し

た
。
窓
口
は
市
民
共
働
課
が
最
適

と
思
わ
れ
る
。

人
権
セ
ン
タ
ー

　

第
34
回
人
権
を
尊
重
す
る
市
民

の
集
い
と
第
6
回
同
和
教
育
研
究

大
会
は
12
月
６
日
に
併
設
開
催
予

定
。

問　

併
設
開
催
は
内
容
の
充
実
を
。

答　

そ
れ
ぞ
れ
に
柱
に
な
る
も
の

を
設
け
て
い
き
た
い
。

環
境
課

　

平
成
20
年
度
ゴ
ミ
の
総
量
は
前

年
比
減
。
エ
コ
ロ
の
森
と
回
収
倉

庫
の
古
紙
は
増
加
傾
向
。
海
津
木

苑
の
し
尿
処
理
状
況
と
し
て
は
能

力
割
合
で
60
％
〜
65
％
。

問　

回
収
保
管
庫
の
管
理
と
業
者

の
選
定
方
法
は
。

答　

倉
庫
は
定
期
的
に
監
視
。
盗

難
な
ど
の
問
題
は
な
い
。
業
者
は

見
積
り
で
決
定
し
随
意
契
約
し
た
。

産
業
振
興
課
・
商
工
振
興
室

　

緊
急
雇
用
創
出
事
業
で
竹
林
整

備
を
す
る
。
農
業
委
員
の
改
選
で

議
会
よ
り
３
人
を
推
薦
。
平
成
21

年
度
の
米
生
産
調
整
は
新
宮
町
他

４
町
の
調
整
で
達
成
し
た
。

　

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
融
資
の
対
象
業
種

を
拡
大
。
経
済
危
機

で
融
資
制
度
の
有
効

利
用
を
期
待
し
た
い

と
の
意
見
が
で
た
。

都
市
計
画
課

　

調
整
区
域
編
入
に

と
も
な
う
地
区
計
画

は
７
月
よ
り
土
地
利

用
政
策
室
、
事
務
手

続
き
は
都
市
計
画
課

が
担
当
す
る
。

問　

地
域
へ
の
説
明

会
は
。

答　

編
入
日
決
定
後
、

地
権
者
へ
通
知
。
校

区
単
位
で
説
明
会
を
開
催
し
理
解

を
得
た
い
。

建
設
課

　

古
賀
中
学
校
管
理
棟
建
設
は
終

了
。
県
事
業
の
河
川
の
し
ゅ
ん
せ

つ
は
継
続
す
る
。

問　

対
応
が
遅
い
。
秋
以
降
、
事

業
が
集
中
し
無
理
が
で
な
い
か
。

答　

事
業
へ
の
着
手
が
遅
れ
気
味

な
の
で
、
努
力
す
る
。

下
水
道
課

　

農
業
集
落
排
水
事
業
で
新
規
に

薦
野
・
米
多
比
地
区
の
調
査
設
計

を
平
成
22
年
３
月
ま
で
予
定
。

水
道
課

　

本
年
度
７
件
の
事
業
を
予
定
。

問　

給
水
加
入
率
は
。
滞
納
へ
の

対
策
は
。

答　

加
入
率
は
お
お
む
ね
93
％
。

徴
収
率
の
向
上
に
努
力
す
る
。

  
●
市
民
建
産
委
員
会

委
員
長　

結
城　

弘
明

都
市
計
画
区
域
全
域
編
入
、

法
的
手
続
き
は
県
と
調
整

まちづくり基本方針の元（都市計画マスタープラン等）

広くなった国保年金課窓口

委

員

長　
　

結
城　

弘
明

副
委
員
長　
　

松
島　

岩
太

委　
　

員　
　

前
野　

早
月

〃　

 　
　

西
尾　

耕
治

〃　

 　
　

舩
越　

義
彰

〃　

 　
　

三
好　

貴
一
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９
月
議
会
の
主
な
審
議

子
育
て
応
援
特
別
手
当
な
ど

補
正
総
額
２
億
４
７
５
８
万
７
千
円

　

９
月
定
例
議
会
（
９
月
１
日
〜
28
日
）
の
主
な
議
案
審
議
の
要
点
を
報

告
し
ま
す
。

市民生活に密着した
活用を期待

JR千鳥駅改良事業
JR千鳥駅東側駐輪場及び
西側の用地購入費用
８９４万２千円

セーフティネット
支援対策事業補助金
離職者向け住宅手当の支給

３２０万円

安全安心な学校づくり交付金
古賀中学校に弓道場を新築
７, ６４７万２千円

私立保育園施設整備補助事業
五所保育園に整備事業補助

１億４５５万円

農業経営効率化事業
粕屋米のブランド化の促進
JA粕屋が所有する米乾燥調整

施設の改良に
３３９万６千円

地域活力基盤創造交付金
グリーンパークと関係施設へ
の案内表示板　６基を設置

９７６万５千円

地域活力基盤創造交付金
防犯灯設置工事 3カ所

３００万円

　

こ
の
補
正
予
算
は
、
歳
入
で
は

普
通
交
付
税
額
確
定
で
増
、
地
域

活
力
基
盤
創
造
交
付
金
、
子
育
て

応
援
特
別
手
当
交
付
金
、
安
全
安

心
な
学
校
づ
く
り
交
付
金
、
保
育

所
緊
急
整
備
事
業
費
補
助
金
の
増

な
ど
で
す
。

　

歳
出
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
助
成
金
を
活
用
し
た
和
太
鼓
公

演
活
動
と
環
境
保
全
促
進
事
業

の
海
岸
清
掃
環
境
保
全
事
業
に

２
９
０
万
円
。
小
学
校
就
学
前
３

年
間
に
該
当
す
る
子
ど
も
を
対
象

に
手
当
て
を
支
給
す
る
事
業
に

６
２
３
６
万
９
千
円
。
地
域
活
力

基
盤
創
造
交
付
金
で
消
防
ポ
ン
プ

車
購
入
に
１
７
０
万
円
。
教
育
振

興
事
業
費
で
は
、
学
習
指
導
要
領

の
改
訂
に
と
も
な
い
新
た
に
必
要

な
理
科
教
材
備
品
の
購
入
の
経
費

に
２
９
２
万
円
な
ど
で
す
。

　

本
会
議
で
は
、
活
用
の
方
法
な

ど
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

問　

防
犯
灯
の
設
置
場
所
と
そ
の

保
守
点
検
は
ど
う
な
の
か
。

答　

電
源
は
ソ
ー
ラ
ー
１
基
１
０ 

０
万
円
で
３
基
を
設
置
。

問　

住
宅
手
当
支
給
の
資
格
は
。

答　

離
職
２
年
以
内
で
就
職
に
意

欲
の
あ
る
人
。
13
世
帯
に
支
給
。

問　

私
立
保
育
所
の
待
機
児
童
は
。

答　

待
機
児
は
ゼ
ロ
。
各
保
育
所

の
計
画
も
あ
り
、
安
心
子
ど
も
プ

ラ
ン
で
定
員
を
20
人
増
の
計
画
。

問　

ク
ロ
ス
パ
ル
こ
が
案
内
表
示

設
置
で
利
用
者
増
へ
の
効
果
は
。

答　

ふ
え
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

問　

古
賀
中
学
校
に
新
築
さ
れ
る

弓
道
場
の
緊
急
性
は
。
現
弓
道
場

は
問
題
も
あ
る
。
使
い
方
は
。

答　

同
時
に
８
人
が
使
え
る
規
模

で
、
全
市
民
で
使
う
予
定
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
全
員
で
可

決
し
ま
し
た
。

※国の方針により、子育て応援特別手当はとりやめとなりました。（10月19日国より通達）

９
月
議
会
の
主
な
審
議
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 は賛成　　 は反対　　－ は退席　　議員は議席順

結　　　果

表 決 数

岩井　秀一

田中　英輔

奴間　健司

舩越　嘉彦

内場　恭子

芝尾　郁恵

前野　早月

森本　義征

薄　　一昭

西尾　耕治

黒木　　淳

舩越　義彰

松島　岩太

三好　貴一

飯尾　助広

倉掛　小竹

結城　弘明

姉川  さつき

許山　秀仁

９月議会　主な議案の議員別賛否一覧
平
成
20
年
度

一
般
会
計
決
算

平
成
20
年
度

国
民
健
康
保
険
決
算

平
成
20
年
度

後
期
高
齢
者
決
算

平
成
21
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

有
床
診
療
所
の
存
続
と

活
用
に
向
け
た
対
策
を

求
め
る
意
見
書

市
長
選
と
市
議
選
を

同
日
に
実
施
す
る
こ
と
を

求
め
る
請
願

副
市
長
選
任
に
つ
い
て

認　定

13 : 4

認　定

11 : 5

認　定

11 : 5

可　決

19 : 0

可　決

15 : 2

不同意

7: 10

不採択

6: 11

欠 欠 欠

－ －

欠 欠 欠

欠 欠 欠 欠欠 欠

　

経
費
の
削
減
や
市
職
員
の
作
業

効
率
、
公
共
施
設
の
利
用
推
進
、

投
票
率
の
向
上
な
ど
を
理
由
と
し
、

市
長
選
と
市
議
選
を
同
日
に
す
る

た
め
議
会
に
特
別
委
員
会
を
設
置

す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
が
提
出

さ
れ
、
議
会
運
営
委
員
会
に
付
託

さ
れ
２
日
間
、
活
発
な
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

問　

こ
の
請
願
の
直
前
に
同
じ
趣

旨
の
要
望
書
が
で
た
。
こ
れ
に
対

し
て
議
会
が
行
っ
た
回
答
（
７
月

30
日
付
）
で
は
不
十
分
だ
っ
た
の

か
。

答　

そ
う
は
言
わ
な
い
が
、
請
願

が
市
民
の
民
意
だ
。

問　

付
託
を
受
け
た
議
会
の
責
任

を
全
う
す
べ
き
だ
が
。
議
員
に
よ

り
報
酬
を
５
％
カ
ッ
ト
し
て
い
る
。

更
な
る
削
減
と
は
。　
　

答　

議
員
は
努
力
す
べ
き
。
経
費

削
減
と
投
票
率
ア
ッ
プ
に
な
る
。

痛
み
は
わ
か
る
が
削
減
額
は
大
き

い
。

問　

な
ぜ
特
別
委
員
会
の
設
置
か
。

答　

議
員
全
員
に
か
か
わ
る
問
題
。

全
員
で
話
し
あ
う
べ
き
。

問　

削
減
額
約
８
０
０
万
円
の
根

拠
は
。

答　

２
０
０
６
年
の
臨
時
議
会
・

マ
ス
コ
ミ
の
資
料
か
ら
。

問　

な
ぜ
、
市
会
議
員
選
挙
（
い

っ
せ
い
地
方
選
挙
）
に
合
わ
せ
な

い
の
か
。
同
日
選
で
な
い
自
治
体

数
は
県
下
の
３
分
の
２
あ
る
が
。

答　

市
長
選
を
続
け
て
２
回
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

　

委
員
会
で
は
賛
成
少
数
で
否
決

さ
れ
ま
し
た
。

反
対
討
論

　

古
賀
市
の
財
政
を
厳
し
い
も
の

に
し
て
い
る
の
は
、「
小
泉
構
造
改

革
」
に
よ
る
大
幅
な
国
の
交
付
税

削
減
が
原
因
。
議
会
の
解
散
は
重

た
い
も
の
で
、
こ
の
請
願
の
要
旨

で
は
議
会
の
自
主
解
散
に
値
す
る

根
拠
や
世
論
の
動
向
に
値
す
る
も

の
で
は
な
い
。
政
治
不
信
は
真
摯

に
受
け
と
め
、
市
民
と
の
対
話
を

積
極
的
に
し
て
い
き
た
い
と
の
反

対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

賛
成
討
論

　

市
民
の
請
願
権
は
当
然
の
権
利
、

願
意
は
妥
当
な
も
の
で
受
け
る
べ

き
。
職
員
が
本
来
の
職
務
へ
専
念

で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
。
市
民
の

願
い
、
署
名
を
受
け
て
特
別
委
員

会
を
設
置
す
べ
き
。
同
日
選
挙
を

行
う
こ
と
は
経
費
削
減
に
有
効
な

方
法
。
議
会
改
革
の
た
め
に
も
採

市
長
選
と
市
議
選
を

同
日
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
書

否決

否決

現
職
部
長
を
副
市
長
に
と
の
人
事

　

古
賀
市
で
は
、
副
市
長
２
人
制
を
と
っ
て
お
り
ま
す
が
、
７
月

に
１
人
退
職
し
、空
席
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
９
月
議
会
最
終
日
に
、

市
長
は
副
市
長
職
に
現
職
部
長
を
充
て
た
い
と
の
人
事
案
を
提
出

し
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、
賛
成
７
人
、
反
対
10
人
（
欠
席
２
人
）

で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

択
す
べ
き
と
の
賛
成
討
論
が
あ
り

ま
し
た
。

　

本
会
議
で
賛
成
少
数
で
否
決
さ

れ
ま
し
た
。
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飯尾　助広
（四葉会）

◇議会だよりに掲載する一般質問の原稿は、議会会議録をもとに質問した議員の責任でまとめたものです。

問　

編
入
の
影
響
を
ど
う
見
る
か
。

市
長　

無
秩
序
な
開
発
を
抑
制
し

全
市
的
な
農
業
や
自
然
環
境
と
調

和
の
と
れ
た
土
地
利
用
が
図
ら
れ

る
。
土
地
利
用
規
制
が
か
か
る
こ

と
か
ら
地
価
低
下
が
予
想
さ
れ
る
。

問　

当
地
域
の
発
展
は
古
賀
市
の

発
展
に
寄
与
し
て
き
た
と
思
う
が
。

市
長　

そ
の
歴
史
的
使
命
は
終
わ

っ
た
。
今
後
は
地
区
計
画
な
ど
で

質
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

問　

地
区
計
画
を
ど
う
進
め
る
か
。

市
長　

編
入
後
、
平
成
23
年
度
以

降
に
要
望
や
地
域
の
機
運
の
高
ま

り
に
応
じ
た
形
で
検
討
し
た
い
。

問　

自
然
環
境
保
護
と
い
う
点
で

は
森
林
環
境
保
全
条
例
は
ど
う
運

営
さ
れ
て
い
る
か
。

市
長　

地
域
説
明
、
区
域
設
定
な

ど
か
ら
進
め
る
べ
き
だ
が
全
く
手

が
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。

問　

編
入
地
区
で
は
「
平
成
22
年

編
入
」
の
報
告
だ
け
で
住
民
の
不

安
が
広
が
っ
て
い
る
。
編
入
決
定

前
に
地
区
計
画
、
農
業
振
興
策
、

生
活
環
境
・
自
然
環
境
の
整
備
な

今後は住宅の建設が困難に

未来に残せ　この豊かな自然を

問　

道
州
制
導
入
に
対
す
る
所
感

は
。

市
長　

地
方
分
権
を
進
め
る
中

で
、
導
入
は
必
要
で
あ
り
、
九
州

府
と
し
て
ま
と
ま
れ
ば
、
飛
躍
的

な
発
展
の
可
能
性
が
強
い
と
考
え

て
い
る
。

問　

合
併
問
題
の
現
況
や
進
展
は
。

市
長　

大
き
な
進
展
は
な
い
が
、

庁
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
、
分
権
型
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い

基
礎
自
治
体
を
作
る
た
め
に
、
第

三
次
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

問　

道
州
制
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

市
長　

中
央
集
権
シ
ス
テ
ム
を
是

正
し
、
多
様
性
の
あ
る
国
土
形
成

を
図
る
こ
と
や
、
国
県
と
の
二
重

行
政
の
解
消
に
よ
る
行
革
の
実
現

と
考
え
る
。

問　

長
期
的
視
野
に
立
っ
て
取
り

組
む
問
題
で
あ
り
、
世
論
の
喚
起

や
合
意
が
必
要
と
考
え
る
が
。

市
長　

道
州
制
や
合
併
を
推
進
す

る
原
動
力
は
、
議
会
や
市
民
の
力

で
あ
る
。
行
政
と
し
て
は
市
民
力

を
引
き
出
す
た
め
、
そ
の
必
要
性

を
情
報
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
。

問　

一
昨
年
７
月
の
合
併
提
言
時

の
思
い
や
熱
意
は
消
え
た
の
か
。

市
長　

全
く
消
え
て
は
い
な
い
。

こ
の
議
論
を
地
に
つ
け
る
、
地
道

な
努
力
が
現
段
階
で
は
必
要
だ
と

考
え
る
。
今
後
も
最
善
の
努
力
を

続
け
る
。

問　

強
い
基
礎
自
治
体
を
目
指
す

に
は
財
政
問
題
は
不
可
避
で
あ

る
。
投
資
的
経
費
が
少
な
く
感
じ

る
が
。

市
長　

第
三
次
行
革
の
達
成
に
つ

い
て
努
力
し
て
い
る
。
そ
の
成
否

を
見
て
可
及
的
速
や
か
に
投
資
的

経
費
の
回
復
を
や
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

一
般
質
問

ど
今
後
の
あ
り
方
を
協
議
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
編
入
の
時
期
の
延

期
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

市
長　

延
期
は
考
え
て
い
な
い
。

住
民
説
明
会
は
関
係
課
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
実
施
し
た
い
。

問　

都
市
計
画
区
域
へ
の
編
入
は

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
必

要
と
は
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

地
権
者
の
土
地
資
産
価
値
の
低
下
、

今
後
の
農
業
施
策
の
見
通
し
へ
の

不
安
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
弱
に

対
す
る
地
区
計
画
の
見
通
し
、
自

然
破
壊
へ
の
対
応
、
生
活
環
境
整

備
計
画
な
ど
将
来
に
対
す
る
見
通

し
が
全
く
担
保
さ
れ
な
い
状
態
で

あ
る
。「
ま
ず
編
入
あ
り
き
」
は

問
題
で
あ
る
。
今
ま
で
40
年
近
く
、

現
在
の
状
況
に
な
る
ま
で
放
っ
て

お
い
た
行
政
の
責
任
は
大
き
い
。

地
域
住
民
が
納
得
で
き
る
対
応
と

対
策
が
望
ま
れ
る
。

岩井　秀一
（四葉会）

道
州
制
に
は
経
済
な
ど
の
基
盤
強
化
が
望
ま
れ
る
が

（
答
）
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確
立
が
急
務
で
あ
る

全
市
、
都
市
計
画
区
域
編
入
の
見
通
し
は

（
答
）
予
定
通
り
実
施
し
た
い
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姉川さつき
（四葉会）

問　

国
民
の
司
法
参
加
に
向
け
た

教
育
に
つ
い
て
、
文
科
省
は
早
い

段
階
か
ら
、
学
校
で
扱
う
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
る
が
、
考
え
方
は
。

教
育
長　

社
会
の
基
本
的
ル
ー
ル

に
つ
い
て
学
ぶ
法
教
育
は
、
公
民

的
資
質
を
育
成
す
る
上
で
、
非
常

に
重
要
で
あ
る
。

問　

新
た
な
制
度
と
し
て
の
裁
判

員
制
度
は
、
選
ば
れ
る
確
率
は
、

福
岡
は
２
番
目
に
高
い
。
研
修
等

を
市
民
に
広
げ
る
考
え
は
。

教
育
長　

生
涯
学
習
事
業
、
公
民

館
教
養
学
級
等
の
講
座
と
し
て
、

取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

問　

制
度
の
開
始
を
チ
ャ
ン
ス
と

し
、
社
会
を
共
有
し
て
い
る
意
識

や
、
良
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
発

信
に
な
る
。
秩
序
を
守
る
に
は
法

律
は
不
可
欠
。
市
民
向
け
の
講
演

会
等
に
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
が

策
定
さ
れ
た
が
活
用
は
。

教
育
長　

具
体
的
な
活
用
に
つ
い

て
は
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
盛
り

込
む
。

問　

古
賀
市
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率

は
30
・
７
％
。
全
国
に
も
福
岡
県

平
均
に
も
遠
く
及
ば
な
い
。
各
課

の
健
康
に
つ
い
て
の
事
業
、
目
的
、

デ
ー
タ
の
有
効
な
活
用
が
出
来
て

い
な
い
結
果
で
は
。

市
長　

も
っ
と
各
課
、
関
係
者
が

知
恵
を
絞
っ
て
い
く
こ
と
が
肝
心
。

問　

中
学
で
武
道
が
必
修
と
な
る

が
、
選
択
内
容
と
指
導
者
は
。

教
育
長　

柔
剣
道
を
中
心
と
し
、

弓
道
に
つ
い
て
は
、
古
賀
中
学
校

に
社
会
体
育
と
併
用
で
き
る
弓
道

場
を
建
て
、
選
択
肢
を
広
げ
た
い
。

問　

子
ど
も
に
関
す
る
政
策
の
一

元
化
の
た
め
「
子
ど
も
係
」
を
新

設
し
て
は
。

市
長　

ニ
ー
ズ
や
施
策
が
多
様
な

こ
と
か
ら
、
各
課
の
連
携
は
必
要
。

問　

連
携
は
弱
く
デ
ー
タ
は
バ
ラ

バ
ラ
。
総
合
的
に
把
握
を
し
て
、

次
の
事
業
に
生
か
す
べ
き
。

古賀中に移転が決まった弓道場

問　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
本

格
的
流
行
、
感
染
が
予
想
さ
れ
る
。

発
生
状
況
は
、
対
策
は
。
高
齢
者

や
乳
幼
児
、
児
童
へ
の
対
応
は
。

市
民
へ
の
周
知
は
。
医
療
機
関
や

保
健
所
と
の
連
携
は
。

市
長　

市
内
学
童
と
保
育
園
で
集

団
発
生
。
保
育
所
、
小
中
学
校
で

も
確
認
。「
手
洗
い
、
う
が
い
、

せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
励
行
」
の
感

染
予
防
の
啓
発
を
し
て
い
る
。
粕

屋
保
健
所
と
は
休
日
・
時
間
外
も

連
絡
が
取
れ
る
よ
う
し
て
い
る
。

教
育
長　

保
護
者
に
プ
リ
ン
ト
を

配
布
し
、
予
防
対
策
の
周
知
徹
底

を
図
っ
て
い
る
。

問　

全
市
民
へ
の
予
防
措
置
と
医

療
機
関
受
診
、
治
療
が
で
き
る
対

応
を
求
め
た
い
。
救
急
病
院
等
の

連
絡
先
な
ど
ま
と
め
た
チ
ラ
シ
を

配
布
し
て
ほ
し
い
。

市
長　

感
染
予
防
啓
発
が
重
点
。

広
報
こ
が
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

周
知
を
。
市
内
施
設
で
の
手
指
消

毒
剤
の
設
置
を
行
っ
て
い
る
。

総
務
部
長　

市
民
周
知
の
内
容
と

対
応
は
検
討
す
る
。

問　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
補
助
は
。

市
長　

今
後
、
国
の
助
成
制
度
を

含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
廃
止
に

問　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
短

期
証
、
資
格
書
発
行
は
あ
る
の
か
。

高
齢
者
医
療
へ
の
考
え
は
。
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
医
療
費
を
無

料
化
し
て
ほ
し
い
が
。

市
長　

広
域
連
合
の
資
格
書
運
用

は
平
成
22
年
度
か
ら
。
今
、
対
象

者
の
確
定
は
で
き
な
い
。
こ
の
医

療
体
制
を
継
続
可
能
な
も
の
に
す

る
た
め
、
骨
格
は
堅
持
し
つ
つ
改

善
す
べ
き
は
改
善
す
る
こ
と
が
重

要
。
市
独
自
で
の
窓
口
負
担
無
料

化
は
考
え
て
な
い
。

問　

日
野
市
等
は
医
療
費
自
己
負

担
無
料
に
し
て
い
る
。
世
界
で
類

の
な
い
高
齢
者
を
差
別
す
る
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
は
当
然
。 市民を守る対策の強化を

裁
判
員
制
度
を
受
け
「
法
教
育
」
は
ど
う
進
め
る

（
答
）
今
後
充
実
す
る
も
の
と
考
え
る

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら
市
民
を
守
る
に
は

（
答
）
対
策
は
「
予
防
」
に
尽
き
る
と
考
え
る

内場　恭子
（無会派）
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問　

古
賀
市
の
消
費
者
相
談
窓
口

は
今
年
で
７
年
目
に
な
る
。
ま
だ

知
ら
な
い
人
も
多
く
周
知
が
不
十

分
で
は
。

商
工
振
興
室
長　

広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
周
知
。
わ
か
り
や
す
い

窓
口
と
し
て
今
後
考
え
て
い
く
。

問　

多
重
債
務
者
は
地
方
税
や
国

保
な
ど
も
滞
納
し
て
い
る
可
能
性

が
高
い
。
債
務
整
理
を
す
れ
ば
支

払
い
可
能
に
な
る
人
は
７
割
と
言

わ
れ
る
。

商
工
振
興
室
長　

過
払
い
金
請
求

な
ど
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
市

町
村
も
あ
る
。
収
税
課
と
は
話
し

て
い
る
。

問　

自
立
に
向
け
た
生
活
立
て
直

し
は
生
き
る
意
欲
に
も
つ
な
が
る
。

収
税
課
、
国
保
年
金
課
、
福
祉
課

な
ど
住
民
へ
の
接
触
が
多
く
多
重

債
務
者
の
掘
り
起
こ
し
に
機
能
発

揮
で
き
る
と
思
う
が
、
全
庁
的
な

連
携
は
。

商
工
振
興
室
長　

公
的
貸
付
資
金

な
ど
も
あ
る
。
社
協
、
家
庭
支
援

室
と
も
連
携
し
て
い
き
た
い
。

問　

週
２
回
の
窓
口
を
常
設
に
し

て
は
。

商
工
振
興
室
長　

県
と
も
連
携
し

て
い
る
。
情
報
一
元
化
の
た
め
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
あ
り
、
そ
う
い
っ

た
方
法
で
拡
充
し
て
い
る
。

問　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
す
る

事
で
入
力
作
業
な
ど
も
増
え
る
。

　

高
齢
者
に
多
い
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
の
手
続
き
な
ど
、
週
２
日
で
は

業
務
量
が
多
す
ぎ
る
の
で
は
。
今

後
の
掘
り
起
こ
し
に
よ
っ
て
相
談

が
ふ
え
る
と
し
て
、
開
設
日
を
ふ

や
し
て
ほ
し
い
。
中
高
生
へ
の
啓

発
事
業
も
重
要
。

発
達
障
が
い
児
・
者
支
援
に
つ
い

て問　

相
談
窓
口
は
ス
ト
レ
ス
の
な

い
ア
ク
セ
ス
と
、
生
涯
に
わ
た
る

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
。

市
長　

各
課
連
携
組
織
は
意
見
と

し
て
承
る
。

相談事業は市民課題を知る重要セクション

進む新水源「北部福岡緊急連絡管」工事

◇議会だよりに掲載する一般質問の原稿は、議会会議録をもとに質問した議員の責任でまとめたものです。

問　

本
年
４
月
に
、
よ
り
快
適

な
生
活
を
営
む
た
め
、
産
業
の
振

興
や
環
境
の
維
持
、
保
全
な
ど

と
整
合
を
図
っ
て
い
く
と
し
た
、

２
０
０
９
年
か
ら
30
年
を
目
標
期

間
と
し
た
古
賀
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
が
公
表
さ
れ
た
。

　

計
画
の
策
定
の
た
め
ア
ン
ケ
ー

ト
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
報
告
書

に
は
市
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

見
受
け
ら
れ
る
、
暮
ら
し
と
産
業

を
支
え
る
安
全
な
水
の
確
保
と
普

及
の
対
応
は
。

市
長　

老
朽
施
設
の
計
画
的
な
更

新
や
水
源
確
保
、
給
水
区
域
内
の

加
入
者
増
に
努
め
、
需
要
拡
大
を

図
る
。
給
水
区
域
外
は
加
入
希
望

状
況
等
を
踏
ま
え
て
区
域
拡
大
を

検
討
す
る
。

問　

給
水
区
域
外
や
、
専
用
水
道

の
利
用
者
は
、
維
持
管
理
が
所
有

者
で
実
施
さ
れ
、
設
備
の
老
朽
化
、

居
住
者
や
管
理
者
の
高
齢
化
な
ど

か
ら
維
持
管
理
を
心
配
さ
れ
る
声

を
聞
く
。
供
給
に
余
力
も
あ
り
、

水
道
普
及
向
上
の
点
か
ら
意
見
聴

取
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
行
い
、

意
向
を
把
握
し
利
用
拡
大
へ
結
び

つ
け
て
い
く
と
い
う
目
標
を
持
っ

た
取
り
組
み
を
す
べ
き
で
は
。

水
道
課
長　

今
後
管
理
運
営
等
が

困
難
な
場
合
、
要
望
等
が
あ
れ
ば
、

対
応
し
た
い
。

　

区
域
の
拡
大
等
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
水
道
事
業
の
中
で
の
検
討

課
題
と
し
た
い
。

公
園
、
遊
び
場
整
備
の
方
向
は

問　

最
も
優
先
し
て
ほ
し
い
事
項

と
し
て
「
公
園
や
広
場
、
遊
び
場

の
整
備
状
況
」
が
要
望
の
１
位
に

上
が
っ
て
い
る
、
特
に
花
見
地
区

で
は
公
園
も
少
な
く
強
い
要
望
が

あ
る
、
整
備
の
考
え
は
。

市
長　

新
た
な
公
園
整
備
は
用
地

確
保
が
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
宅

地
開
発
に
伴
い
、
公
園
の
確
保
を

推
進
し
適
地
が
あ
れ
ば
そ
の
都
度

検
討
し
た
い
。

田中　英輔
（山海会）

倉掛　小竹
（山海会）

相
談
事
業
は
縦
割
り
で
は
な
く
、
全
庁
的
な
視
点
を

（
答
）
連
携
は
必
要
で
あ
れ
ば
当
然
や
っ
て
い
く

安
全
で
安
心
な
水
の
供
給
と
区
域
拡
大
の
考
え
は

（
答
）
給
水
区
域
外
は
希
望
を
基
に
拡
大
を
検
討
す
る
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問　

わ
が
国
で
は
自
殺
者
が
11
年

間
連
続
し
て
、
３
万
人
を
超
え
て

い
る
。
国
は
平
成
18
年
に
、
自
殺

対
策
基
本
法
を
成
立
さ
せ
、
翌
19

年
に
は
、
自
殺
総
合
対
策
大
綱
を

決
め
、
社
会
全
体
で
こ
の
問
題
に

取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

重
要
施
策
と
し
て
、
①
自
殺
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
。
②
国
民
一

人
ひ
と
り
の
気
づ
き
と
見
守
り
を

促
す
。
な
ど
具
体
的
に
示
さ
れ
て

い
る
。
市
で
の
自
殺
者
の
現
状
と

見
解
は
。

市
長　

平
成
18
年
度
20
人
、
19
年

度
18
人
の
方
が
自
殺
に
至
っ
て
い

る
。
そ
の
背
景
に
は
、
い
じ
め
、

家
庭
や
就
労
問
題
、
病
気
、
介
護

疲
れ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的

背
景
が
あ
る
と
考
え
る
。

問　

市
が
取
り
組
む
自
殺
予
防
に

向
け
た
具
体
的
な
対
策
は
。

市
長　

各
種
相
談
窓
口
や
啓
発
事

業
の
充
実
を
図
る
中
で
、
自
殺
防

止
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
。

問　

悩
み
を
抱
え
た
市
民
に
と
っ

て
相
談
窓
口
の
役
割
は
重
要
。
対

応
い
か
ん
で
状
況
が
変
わ
る
。
各

窓
口
の
連
携
や
職
員
の
研
修
は
。

保
健
福
祉
部
長　

相
談
事
業
は
、

県
も
合
わ
せ
て
35
事
業
。
横
断
的

な
連
携
を
し
て
支
援
し
て
い
る
。

う
つ
病
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
も
。

問　

相
談
内
容
に
沿
っ
た
市
民
が

一
目
で
わ
か
る
電
話
相
談
を
含
む

相
談
窓
口
一
覧
表
が
必
要
。

市
長　

早
い
時
期
に
知
ら
せ
る
。

問　

他
市
で
は
「
命
を
守
る
緊
急

総
合
対
策
」
と
し
て
市
税
の
滞
納

者
を
、
法
律
相
談
や
弁
護
士
に
繋

げ
、
多
重
債
務
の
解
決
を
促
し
て

い
る
。
今
後
、
市
で
も
今
よ
り
一

歩
踏
み
込
ん
だ
支
援
を
望
む
。

薬
物
乱
用
防
止
対
策
に
つ
い
て

問　

市
内
で
大
麻
の
栽
培
事
件
が

起
き
た
。
薬
物
乱
用
防
止
対
策
に

力
を
い
れ
る
べ
き
で
は
。

市
長　

今
後
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
と
考
え
て
い
る
。

拡大する薬物汚染から市民を守る対策を

問　

今
年
５
月
に
平
和
市
長
会
議

に
加
入
し
た
経
緯
は
。

市
長　

似
た
よ
う
な
会
議
が
あ
る

が
最
適
と
判
断
し
加
入
し
た
。

問　

平
和
市
長
会
議
の
目
的
は
。

市
長　

核
の
な
い
平
和
な
世
界
を

つ
く
る
こ
と
。

問　

加
入
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
で
市
民
に
発
信
し
て
は
。

市
長　

そ
の
よ
う
な
方
向
で
検
討
。

問　

平
和
市
長
会
議
の
活
動
に
、

広
島
長
崎
議
定
書
に
賛
同
す
る
首

長
署
名
活
動
が
あ
る
。
昨
年
９
月

に
署
名
し
て
い
る
が
説
明
を
。

市
長　

核
兵
器
廃
絶
が
一
番
大
き

な
ポ
イ
ン
ト
。
全
面
的
に
賛
成
す

る
こ
と
か
ら
署
名
し
た
。

問　

古
賀
市
も
核
兵
器
廃
絶
の
た

め
に
活
動
す
る
と
理
解
す
る
が
。

市
長　

そ
う
い
う
趣
旨
で
今
後
と

も
や
っ
て
い
き
た
い
。

問　

こ
の
機
会
に
日
本
非
核
宣
言

自
治
体
協
議
会
に
参
加
し
て
は
。

市
長　

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問　

来
年
８
月
に
は
全
庁
的
に
平

和
、
核
兵
器
廃
絶
の
取
り
組
み
が

実
施
さ
れ
る
と
確
認
す
る
が
。

市
長　

古
賀
市
独
自
の
平
和
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

必
要
性
が
高
ま
る
独
自
の
公
共
交

通
体
系
に
つ
い
て

問　

中
村
市
政
11
年
間
で
公
共
交

通
の
利
便
性
は
高
ま
っ
た
の
か
。

市
長　

総
合
的
に
見
れ
ば
利
便
性

は
高
ま
っ
た
。

問　

市
長
選
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

公
共
交
通
手
段
の
確
保
を
明
記
し

て
い
る
。
市
長
自
身
で
循
環
バ
ス

に
乗
る
な
ど
の
調
査
や
体
験
は
。

市
長　

他
市
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
に
乗
っ
た
こ
と
は
な
い
。

問　

公
共
交
通
は
動
く
公
共
施

設
。
バ
ス
だ
け
に
採
算
性
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
は
不
満
。
そ
れ
以
上

に
利
用
者
は
不
安
。
来
年
度
１
年

間
も
現
状
通
り
運
行
で
き
る
か
。

企
画
政
策
部
長　

市
が
赤
字
補
填

す
れ
ば
西
鉄
バ
ス
の
撤
退
は
な
い
。

芝尾　郁恵
（公明党）

核廃絶訴える被爆体験者（平和の集い）

前野　早月
（希来里）

市
民
の
命
を
守
る
た
め
自
殺
予
防
・
薬
物
防
止
対
策
を

（
答
）
今
後
、
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
と
考
え
る

平
和
市
長
会
議
加
入
を
契
機
に
平
和
の
取
り
組
み
を

（
答
）
古
賀
市
独
自
の
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
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問　

政
権
交
代
を
も
た
ら
し
た
総

選
挙
結
果
を
ど
う
見
る
か
。

市
長　

閉
塞
感
か
ら
と
も
か
く
抜

け
出
し
た
い
、
改
革
を
や
れ
る
立

場
に
い
な
が
ら
や
ら
な
か
っ
た
自

民
党
へ
の
不
満
が
要
因
。

問　

小
泉
構
造
改
革
推
進
の
市
長

へ
の
評
価
で
も
あ
る
の
で
は
。

市
長　

そ
う
い
う
こ
と
は
考
え
た

こ
と
が
な
か
っ
た
。

問　

改
革
政
治
に
よ
り
古
賀
市
で

も
２
０
０
万
円
以
下
の
所
得
層
が

拡
大
し
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
。

市
長　

格
差
の
傾
向
は
な
い
と
思

う
。
し
か
し
、
貴
重
な
見
方
と
し

て
受
け
と
め
、
詳
し
く
見
た
い
。

中
村
市
政
11
年
間
の
財
政
状
況

問　

財
政
状
況
を
ど
う
見
る
か
。

市
長　

扶
助
費
の
増
加
、
三
位
一

体
改
革
の
影
響
に
よ
る
交
付
税
の

削
減
に
よ
り
投
資
的
経
費
を
縮
小

し
、
イ
ン
フ
ラ
に
ほ
こ
ろ
び
が
見

え
始
め
た
。

問　

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
事
業
の
縮

減
で
、
公
債
費
が
３
億
円
以
上
も

減
少
し
、
実
質
収
支
の
黒
字
、
経

常
収
支
比
率
の
改
善
と
な
っ
た
。

市
長　

経
営
改
善
の
目
標
を
達
成

し
つ
つ
あ
る
。

問　

市
長
は
、
職
員
を
少
数
に
す

る
か
ら
精
鋭
に
な
る
と
い
う
が
。

市
長　

多
い
仕
事
を
少
な
い
人
数

で
や
っ
た
方
が
能
力
も
上
が
る
。

事
務
職
は
手
厚
く
し
た
い
。

問　

保
育
士
、
学
校
司
書
、
保
健
師
、

相
談
員
等
市
民
と
接
す
る
職
員
が

重
要
に
な
っ
て
い
る
。

市
長　

正
規
職
員
は
公
権
力
、
企

画
等
を
担
う
。

問　

こ
の
11
年
の
人
件
費
抑
制
・

民
間
委
託
は
今
後
何
を
も
た
ら
す

か
立
ち
止
ま
っ
て
検
討
を
。

市
長　

闇
雲
に
減
ら
す
つ
も
り
は

な
い
。
職
員
総
体
で
担
保
す
る
。

問　

学
校
図
書
司
書
の
２
０
１
０

年
４
月
の
嘱
託
化
は
慎
重
に
。

市
長　

再
三
の
要
望
な
の
で
教
育

委
員
会
と
確
認
す
る
。

◇議会だよりに掲載する一般質問の原稿は、議会会議録をもとに質問した議員の責任でまとめたものです。

奴間　健司
（希来里）

※会期日程は、11 月 26 日（木）の議会運営委員会で決定します。また、一般質問をする議員名、質問事
項もその議会運営委員会決定後、市役所ロビーなどに掲示いたします。
◎本会議でのすべての質疑・討論の記録は「議会会議録」に収録されています。ホームページでもご覧に
なれます。会議録は、市立図書館にあり、貸出しをしています。
◎議会の本会議、各委員会は傍聴することができます。ぜひ傍聴してください。（本会議の傍聴席は 46 席、
委員会傍聴席は原則５～ 10 席です）
※請願書の締切り（初日付託分）は 11 月 25 日（水）午後５時です。

日

曜

開
議
時
刻

摘　

要

12/ １

火

９
時
30
分

開
会
、
会
期
の
決
定
、
会
議
録
署

名
の
議
員
の
指
名
、
諸
報
告
、
議

案
上
程
（
内
容
説
明
・
大
綱
質
疑
）、

一
部
議
案
は
質
疑
（
委
員
会
付
託
）

討
論
・
採
決
、
請
願
上
程
・
委
員

会
付
託

2

水

９
時
30
分

常
任
委
員
会

3

木

９
時
30
分

常
任
委
員
会

4

金

９
時
30
分

常
任
委
員
会

8

火

９
時
30
分

初
日
上
程
議
案
の
質
疑
（
討
論
・

採
決
）、
追
加
議
案
の
上
程
（
内
容

説
明
・
大
綱
質
疑
）

9

水

９
時
30
分

一
般
質
問

10

木

９
時
30
分

一
般
質
問

11

金

９
時
30
分

一
般
質
問

14

月

９
時
30
分

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

15

火

９
時
30
分

初
日
上
程
議
案
の
討
論
・
採
決
、

追
加
議
案
の
質
疑
・
討
論
・
採
決
、

請
願
審
査
等
、
閉
会
中
の
継
続
審

査
付
託
、
閉
会

平成 21年古賀市議会第３回定例会会期日程（案）
会期　12 月１日～ 12 月 15 日　15 日間

４
年
連
続
の
借
金
減
や
積
立
金
維
持
は
す
ご
い
こ
と

（
答
）
初
め
て
の
お
ほ
め
。
緩
む
こ
と
な
く
運
営
す
る
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生
活
保
護
制
度
に
お
い
て

２
０
０
６
年
に
「
老
齢
加
算
」、
本

年
度
か
ら
「
母
子
加
算
」
が
相
次

ぎ
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
請
願
の
主

旨
は
保
護
費
が
減
ら
さ
れ
た
高
齢

者
や
一
人
親
家
庭
に
深
刻
な
影
響

が
出
て
い
る
と
し
て
、
廃
止
さ
れ

た
加
算
の
復
活
を
国
に
求
め
る
も

の
で
す
。
文
教
厚
生
委
員
会
に
付

託
、
審
議
し
ま
し
た
。

　

反
対
討
論
で
は
老
齢
加
算
は
こ

れ
か
ら
で
あ
る
が
、
母
子
加
算
に

つ
い
て
は
今
後
復
活
す
る
こ
と
が

21
年
請
願
２

生
活
保
護
の
老
齢
加
算
・
母
子

加
算
復
活
を
要
求
す
る
国
へ
の

意
見
書
を
求
め
る
請
願

ほ
ぼ
決
ま
っ
て
い
る
の
で
２
項
目

一
緒
で
は
賛
成
で
き
な
い
。
ま
た
、

こ
の
請
願
で
制
度
の
抜
本
的
な
見

直
し
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
こ
の
２
項
目
も
別

に
判
断
す
べ
き
と
し
て
反
対
。

　

賛
成
討
論
で
は
、
子
育
て
世
帯

の
貧
困
は
そ
の
成
長
、
健
康
、
教
育
、

生
活
習
慣
な
ど
に
深
刻
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。
憲
法
が
保
障
す

る
権
利
を
具
現
化
す
る
立
場
か
ら

賛
成
。

　

採
決
の
結
果
、
委
員
会
、
本
会

議
共
に
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま

し
た
。

請
願
者　

福
岡
県
生
活
と
健
康
を

守
る
会
連
合
会

会
長　

梅う
め
ざ
き崎　

勝
ま
さ
る

紹
介
議
員　

奴
間
健
司
、
三
好
貴

一
、
前
野
早
月
、
倉
掛
小
竹

請
願
者　

大お
お
は
し橋　

一か
ず
な
り成

紹
介
議
員　

舩
越
嘉
彦
、
芝
尾
郁

恵
、
姉
川
さ
つ
き

※
議
会
運
営
委
員
会
に
付
託
。
詳

細
は
14
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

有
床
診
療
所
（
19
床
以
下
の
入

院
ベ
ッ
ド
を
備
え
る
診
療
所
）
は

地
域
医
療
を
支
え
、
病
院
・
診
療

所
の
連
携
を
促
進
す
る
医
療
資
源

で
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
意
見
書
は

①
有
床
診
療
所
を
活
用
す
る
総
合

的
施
策
②
平
成
22
年
度
の
診
療
報

酬
改
定
に
お
い
て
有
床
診
療
所
が

存
続
で
き
る
よ
う
入
院
基
本
料
の

引
き
上
げ
等
を
求
め
る
も
の
で
す
。

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
国
会
な

ら
び
に
政
府
に
提
出
し
ま
し
た
。

提
出
者　

前
野　

早
月

賛
成
者　

奴
間　

健
司

有
床
診
療
所
の
存
続
と
活
用
に

向
け
た
対
策
を
求
め
る
意
見
書

意　

見　

書

請　願
・

意見書

請　

願　

書

21
年
請
願
３

市
長
選
と
市
議
選
を
同
日
と
す

る
こ
と
を
求
め
る
請
願
書

　

政
権
交
代
に
よ
り
事
業
、
予
算

執
行
の
見
直
し
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

地
方
自
治
体
で
す
で
に
着
手
し
て

い
る
施
策
や
事
業
に
つ
い
て
は
支

障
の
な
い
よ
う
慎
重
を
期
す
こ
と

を
求
め
る
も
の
で
す
。
賛
成
全
員

で
可
決
さ
れ
、
政
府
に
提
出
し
ま

し
た
。

提
出
者　

西
尾　

耕
治

賛
成
者　

芝
尾　

郁
恵

　

こ
の
意
見
書
は
「
21
年
請
願
２
」

の
願
意
を
活
か
す
た
め
、
廃
止
に

な
っ
た
老
齢
加
算
や
現
行
の
生
活

保
護
基
準
額
の
見
直
し
、
受
給
要

件
の
緩
和
措
置
を
国
に
求
め
る
も

の
で
す
。
本
会
議
に
お
い
て
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
、
政
府
に
提
出

し
ま
し
た
。

提
出
者　

黒
木　

淳

賛
成
者　

芝
尾
郁
恵
、
田
中
英
輔
、

内
場
恭
子
、
飯
尾
助
広
、
姉
川
さ

つ
き

陳
情
者　

福
岡
県
社
会
保
障
推
進

協
議
会　
　

会
長　

武た
け
だ田　

正ま
さ
か
つ勝

陳
情
者　

東
ひ
が
し　

節せ
つ
お生

要
望
者　

市
長
選
と
市
議
選
を
同

日
と
す
る
こ
と
を
求
め
る
市
民
の

会

村む
ら
や
ま山　

政ま
さ
お夫　

他
２
人

地
方
自
治
体
が
進
め
て
き
た
施

策
や
事
業
の
実
施
に
支
障
が
生

じ
な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

生
活
保
護
基
準
額
の
見
直
し
と

保
護
受
給
要
件
の
緩
和
を
求
め

る
意
見
書

陳　

情　

書

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
等

の
公
衆
衛
生
活
動
を
強
化
す
る

た
め
に
県
内
保
健
環
境
福
祉
事

務
所
統
廃
合
計
画
の
中
止
を
求

め
る
陳
情
書
（
平
成
21
年
８
月

８
日
）

「
市
長
選
挙
・
市
議
会
選
挙
同
日

開
催
」
を
求
め
る
陳
情
書

（
平
成
21
年
８
月
25
日
）

市
長
選
と
市
議
選
を
同
日
と
す

る
こ
と
を
求
め
る
要
望
書

（
平
成
21
年
７
月
24
日
）
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議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

委

員

長　

奴
間 　

健
司

副
委
員
長　

内
場 　

恭
子

委　
　

員　

芝
尾 　

郁
恵

　

〃　
　
　

舩
越 　

義
彰

　

〃　
　
　

倉
掛 　

小
竹

　

〃　
　
　

姉
川 

さ
つ
き

お　

知　

ら　

せ

お　

知　

ら　

せ

　

９
月
定
例
議
会
は
、
97
人
が
傍
聴
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
定
例
議
会
は
12
月
１
日（
火
）開
催
の
予
定
で
す
。

傍
聴
、
心
よ
り
歓
迎
し
ま
す
。

　

議
会
の
録
画
テ
ー
プ
を
貸
出
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
議
録
の
頒

布
（
定
例
会
５
０
０
円
・
臨
時
会

50
円
）
も
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
議
会
事
務
局
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

みごとにきまったソーラン節

　

幼
稚
園
の
運
動
会
を
見
に
行

き
ま
し
た
。
小
さ
な
身
体
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
溢
れ
て
い

ま
す
。
真
剣
な
ま
な
ざ
し
や
、

か
わ
い
い
笑
顔
、
キ
ビ
キ
ビ
と

し
た
演
技
に
感
動
し
、
気
付
け

ば
園
児
た
ち
に
、
元
気
を
分
け

て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
だ

青
い
み
か
ん
の
香
り
に
包
ま
れ

な
が
ら
、
私
た
ち
大
人
は
、
子

ど
も
た
ち
に
何
が
で
き
、
何
を

残
せ
る
の
か
を
考
え
ま
し
た
。

　

新
政
権
と
な
り
、
国
の
制
度

も
、
大
き
く
変
わ
る
と
思
い
ま

す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
よ
う
に

真
直
ぐ
に
ゆ
っ
く
り
と
成
長
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
地
方

分
権
も
今
後
益
々
進
む
と
思
い

ま
す
。
議
会
報
は
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
、「
正
確
さ
と
分
か

り
や
す
さ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

皆
様
に
お
届
け
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

姉
川　

さ
つ
き
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表紙のことば

編
集
後
記

　市民参加で農作業が行なわ
れている小山田区の田んぼ。
　春は、たくさんの子どもた
ちが田植えをし、収穫の日を
むかえました。秋晴れのこの
日、みんなで稲刈りを楽しみ
ました。

Ｑ　9月議会の最終日は、いろんな議員の考えを知ることが

出来て楽しかったです。いつもあんなに活発なんですか？

A　確かに今議会の議案の中には、賛成VS反対の討論が白

熱するものがありました。

Ｑ　討論の目的は何ですか？

A　討論とは、議題となっている問題に対する自分の賛否の

意見表明で、その目的は、自分の意見に反対する人や、賛否

の意思を決めていない人を自分の意見に賛同させ、同調する

人をふやすことです。

Ｑ　なるほど、それが賛否の判断材料になることもあるんで

すね。

A　そうなんです！そんな説得力のある討論となるよう頑張

りますので、ぜひまた傍聴に来てください。

議会Q&A

　総勢 300 人の踊り子がリーパス
プラザで「よさこい」を披露。一
堂に会しての交流は初めてのこと
です。（よさこい古賀連主催）

「よさこいフェスタ IN古賀 2009」
9月 23 日


